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第２回 亀山市総合計画審議会 会議録 

 

開催日時 令和７年５月２１日（水） １４：００～１６：１０ 

開催場所 亀山市役所本庁舎 3 階大会議室 

議事項目 1．会長あいさつ 

2．第２次亀山市総合計画の総括について 

3．人口動向・財政状況について 

4．その他 

議 事 （事務局） 

 委員１５名中１４名の出席により、会議が成立している旨ご報告する。 

 事務局より委員進退のご紹介 

（亀山市地域まちづくり協議会 横山委員に代わり、安田委員が就任） 

 

1．会長あいさつ 

【会長よりあいさつ】 

（会長） 

 会議の傍聴については認めることとしたいが、いかがか。 

（各委員） 

 異議なし。 

（事務局） 

 本日について、傍聴者は無し（途中で傍聴者 1 名が入室）。 

2．第２次亀山市総合計画の総括について 

（会長） 

 前回の会議で、事務局に人口や財政の状況の説明を提案した。それについて、事務局

から説明を受ける時間を設ける。 

 まずは第２次亀山市総合計画の総括について、事務局から説明を受ける。 

【事務局より資料説明】 

（会長） 

 本日説明していただいた内容は、令和６年度末までで期限を切り総括をしたものであ

り、まだ計画の途中である。達成状況を見てみると、ある程度まで進捗が進んでいる

ことがわかる。ここからは、第２次総合計画の評価ではなく、新しい計画に盛り込み

たい、あるいは盛り込んでほしい意見やアイディアについて発言していただきたい。 

（委員） 

 説明を聞く限り、順調に進んでおり何も課題がないような印象を受ける。 

 財政調整基金が減ってきている状況をみると、今後同じような計画を展開できるのか

疑問。重点項目をもう少し絞り込まなければ、市の財政がもたないように思う。 

（委員） 

 地域の担い手が激減している。定年が延長されたことの影響から、一層担い手が減っ

てきている。今後、「支え合い」という言葉のみが残って、中身のないものになってし

まう可能性がある。担い手不足の中で、どのように「支え合い」を実現するのか議論

する必要がある。 
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（委員） 

 担い手の減少や高齢化を感じている。インバウンドを受け入れるためにも、案内板や

地図など土台となる部分を整備する必要がある。 

（会長） 

 アプリや多言語での案内などを充実させる必要がある。 

（委員） 

 移住３年目である。産後ケアが足りないと感じる。 

（会長） 

 亀山市は子育て支援が充実しているようだが、実際のところはどうか。 

（委員） 

 親世代へのサポートが不足している。亀山市では、三世代で子どもを育てることが前

提になっており、移住者にとっては子育てが難しく、移住しなければよかったとさえ

感じることもある。亀山市にはよいところもあるが、支援の不足を感じる面もある。 

（委員） 

 教員のなり手が少なく、子どもの数も減っている。地域で子どもを支える仕組みもあ

るが、支える側の高齢化が進み、今までできていたことを維持することが難しく、特

色ある学校づくりができなくなっている。担い手としての役割を、次世代につないで

いくことができていない。 

 関西本線の実証運行の話があったが、路線の減少は、子どもの進学の幅を狭くするた

め、今後も関西本線亀山・加茂間の継続した運行を希望する。 

（会長） 

 関西本線の亀山・加茂間の運行がなくなるわけではないのでは。 

（委員） 

 そうですね。継続運行をお願いしたいという事です。 

（会長） 

 前半に関しては、教育をサポートする地域の支援者が高齢化してきて、これまで通り

の運営が難しくなっているということ。また、教員不足や部活動の地域展開を考える

と、今後ますます学校と地域が連携できる仕組みづくりが必要になってくる。 

（委員） 

 理科の教員と子どもの自然体験を進めているほか、教員向けの研修を実施する予定で

ある。そういう点では市民団体として教育に貢献できる。 

 市民団体の立場としては、「亀山市市民協働支援センターみらい」が中間支援組織的な

機能を備えていくと聞いており、良いことだと思っている。まだ、どのような取り組

みかはわからないが、新しく市民活動や社会活動を始めようと思ったときに後押しを

してもらえると、市民活動が活発になると思う。力を入れていくとともに、情報を展

開してほしい。 

（会長） 

 「亀山市市民協働支援センターみらい」は市の直営か、あるいは委託しているのか。 

（事務局） 

 市の直営である。 

（会長） 

 施設だけでなく、ソフト面なども充実されるとよい。 
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（委員） 

 社会教育委員として、教育の日を設定して普及しようと努めている。 

 子育てサロンの代表取締役もしており、上谷委員の産後のサポートが少ないという意

見についてはよく理解できる。母親の「子育て」に対するサポートが足りていないと

感じている。実際に、亀サポやその他の託児で６ヶ月未満の子どもを断る場合が多い。 

（会長） 

 子育て支援というと、国のサポートでも金銭的な支援が多くなっている。孤立解消の

ためのサポートが、亀山市としては実感としては弱い。実際にサービスを受けている、

特に母親への支援を次の計画に入れていただきたい。 

（委員） 

 農業分野においても、担い手の少なさを感じている。 

 亀山市では、何件か新規就農があった。今後、より一層新規就農へのサポートをして

ほしい。 

（会長） 

 実際のところ、専業で農業は成立するか。 

（委員） 

 経営の仕方次第で解決できると考えている。新しい方法を取り入れるなど、試行錯誤

しながら見出していってほしい。 

 農家の多くは、農地転用の問題に関して不安を感じている。山間部では、鳥獣の被害

も多く、市で対策はしているものの、農業の継続に限界があることは聞いている。と

は言え、若い方が農業を始めたいと思ったときに、農地がないという状況になっては

いけない。 

（委員） 

 資料が分厚く、何が言いたいのかがわからなかった。何に重点が置かれているのかが

分からず、市の将来ビジョンが見えない。 

 亀山市民には、危機感が少ないように思う。何とかしようとする気概が必要。 

 65 歳以上が子育て支援やまちのために何かできるとよいが、地域に関わる人が少なく

なっていると感じる。 

 農業への対策も重要。 

 住民同士の挨拶が重要であり、皆が挨拶し合えるようになると良い。 

（会長） 

 資料の問題について、総合計画の性格上、網羅的な内容となることはやむを得ない面

がある。総合計画に載せなければ、実行できない事業などもあるため、網羅的となり

分かりにくくなっている点についてはある程度理解していただきたい。 

 市民の危機感については理解できる。市民が行政にやってもらうという姿勢ではなく、

市民がやりたいと思うことを実現していくために市が後押ししてくれるようになると

よい。 

（委員） 

 不登校の子どもがおり、多くの人が支えてくれていることに対して感謝している。 

 教員からやりがいがないという意見をアンケートを通じて聞いた。お金や時間だけで

はない、別のところに問題があり、それを聞いてほしいと思う。 

（会長） 

 これまでの教育では、基本に合わせるような形で成り立っていた。今は、多様な生き
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方があるため、誰もが取り残されないサービスをしてほしいということか。 

（委員） 

 そうしたサービスがボランティアではなく、市として実施してほしい。支援者を応援

する意味でも、金銭的な後押しをしてほしい。 

 栄養士としての立場からみると、亀山市の小学校給食は、鰹節から出汁を取るなど良

質な食が提供されていると感じる。よい食育ができているにもかかわらず、強くアピ

ールできていない。 

 包丁を扱えない子どもが増えている。三世代の世帯に比べ、二世代のみの世帯では、

包丁の扱いなどを教育する余裕がないため、そういう点に対してもサポートがあると

よい。 

（会長） 

 他市町村では、中学校で給食が出ているところも多い。亀山市は中学校の給食化から

はじめる必要がありそう。 

 学校の給食費については、国が無償化する動きがある。 

 他市町村では、学外の人でも給食を食べられる取り組みがある。亀山市でも実施でき

るとよさそう。 

（委員） 

 （亀山中学校・中部中学校での）学校給食の提供は、令和８年度から開始する予定と

聞いている。保護者に対しては、学校給食の試食会が実施されているが、一般の人向

けはできていない。 

（委員） 

 市役所の職員も食べられるとよい。 

（委員） 

 新しい庁舎ができる際に、食べられる場所も作れるとよさそう。 

（委員） 

 民生委員も担い手が不足しており、現在、定員に達していない。自治会長やまちづく

り協議会に手伝ってもらっているが、自治会等に属さない方も多く民生委員だけで対

応することが難しい。市は一つ一つの分野を頑張っているものの、それらをつなぐ民

生委員が足りていない。そのため、民生委員の力が及ばない部分を、カバーできる機

能があると助かる。 

 地域になじめない人も多く、行政としてサポートが必要。 

 一市民として、計画に満足できていないと感じる部分もある。行政の取り組みが市民

の目に見えるようにアピールできるとよい。 

（会長） 

 これまでの意見をまとめると、支援を求める人へのサポートが上手くつながっていな

いということ、また担い手不足が多くネットワークが回らなくなっていることがわか

る。 

（委員） 

 人口推移をみると、いずれまちづくり協議会がなくなる地域もある。 

 田畑や山林の相続に関する問題について考える必要がある。所有権の問題から、災害

時の対応が遅れる可能性もあり、問題意識の共有が必要になる。個々人として情報の

提供や整理をするには難しく、地域として終活をともに考え、後押ししたり、寄り添

っていく必要がある。 
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 鈴鹿川等源流の森林づくり協議会では、自ら企画して実現しようとする若者もいる。

中間支援をするような支援もできるとよい。まちづくり協議会としても、地域予算制

度を使って支援することもできる。加えて、積極的に市も協力してもらえるとよい。

職員として限度はあると思うが、寄り添い、後押ししてほしい。 

（委員） 

 資料１の 30 頁にある満足度と重要度について、どちらも低い項目が充実することで、

生活のゆとりが出てくるのではないか。とはいえ、全体的に実現しようとするには財

政的な問題もあるため、メリハリをつけた財政運営が必要になってくる。 

 行政の中で部署間の連携を取ることも重要である。 

（会長） 

 部署間の連携は、ある点では致し方ない部分もあるが、それを超えるような取り組み

があると亀山らしさがでる。 

 重点プロジェクトを再整理し、力を入れるところを明確にする必要がある。 

 計画に盛り込んでもらいたいことを、委員から意見をいただいた。次に、人口動向や

財政の状況について事務局から説明いただく。 

 

3．人口動向・財政状況について 

【事務局より資料説明】 

（会長） 

 トレンドをまとめると、他市町村と比較して、亀山市の財政状況は悪くないというこ

とか。また、人件費や物価高から支出が増えているものの、収入はそれほど減少して

いない。 

（事務局） 

 過去に比べると収入は、かなり少なくなっている。特に、平成 17 年度の液晶関連産業

の事業縮小の影響により、収入が少なくなっている。 

（会長） 

 必要があれば次回補足してもらう。何か質問はあるか。 

（委員） 

 次の総合計画の施策には、どれだけの予算が使えるのか。 

（会長） 

 固定費は使えないため、自主財源については自由に使えるということか。 

（事務局） 

 その認識でよい。 

（会長） 

 他の市町村に比べると、自由に使える予算は多いように思う。 

（委員） 

 学校の統廃合や施設の建設などについて、考えていかなければならない。 

 

4．その他 

（会長） 

 人口減少だけでなく、全国的に地方の若い女性が減少しているというデータもある。

委員には、今一度資料の内容を確認してほしい。どこにどう予算を使うのか、計画を
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作るに当たり重要になるため、今後ご意見をいただきたい。 

（事務局） 

 参考資料３、４では、どのくらいの予算が必要か試算したものを掲載している。あく

までも試算したものであり、決定ではないことをご理解いただきたい。 

（委員） 

 庁舎建て替えの問題は、財政に大きく関わってくると思う。この審議会で議論するの

であれば、知識を蓄えなければならない。委員にはどこまでが求められているのか。

また、委員は各自の立場で発言しなければならないのか、あるいは個人的な意見を述

べても良いのか。 

（会長） 

 現時点では、計画を立てる前の段階にある。諮問までは、個々人の立場で自由に意見

をしていただいてよいものと思ってほしい。 

 会議については、本日はこれで終了とさせていただき、事務局に進行をお返しする。 

（事務局） 

 次回は日程が決まり次第通知を申し上げる。 

 会議録については、委員の皆様に確認の上、公開させていただく。 

 これをもって、第 2 回亀山市総合計画審議会を閉会させていただく。 

 


